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和紙原料の醸酵精練に裁て  

Ⅶ アセ1トン・ブタノール酸酵細菌による三棟の醗酵精練に鹿て  

梅 阻，三野正浩，穴吹富夫，賓藤博  

On the retting ofplant fiber mateiia・1s for  

Ja由anese pa・per manufacture  

Ⅵ OntherettingOfbarksof Mituma盲atree by  

acetone butanolfermentation bacteria  

迅y  

A．KAJI，M．MINO，￥．ANABUⅨIand H．SA工TO  

（LaboIatOIy Of TechnicalMicI・Obiology）  

緒  言   

第1報乃杢第5報（1）く9）（8）（4）（5）に放て著者等はアセトン・ブタノール裡酵細菌Kユ7号による桑皮の醗酵席  

練が成功的であり，抄紙試験の結果も満足すべきものがあることを轍督した．本報に於ては同菌殊による  

三柾の醸酵精練について実験した結果を報告する・   

三種の醗酵精締についての研究は片桐，松本（6）が其施している・  

実  験   

Ⅰ．三柾白皮の醗酵   

第3報は）に㌧於て指摘した如く桑皮の醗酵精練を一笑施するに・当り試料に常圧殺菌を施したとき及び加圧驚  

菌を施したときの両者の間に脛酵去を認めた・即ちペクチンの残存盈は常圧殺菌を二施したときが・大であつ  

た．三種の醗酵に．ついても試料に両種殺菌を凝して醗酵しね 

（1） 試 料  三極自皮   

（2） 佗用細菌 払わ′・Z成〝沼αCggO∂〟キγダ才c〝沼に属する薗株で京都大学農学部片桐研究萱で分離さ  

れた菌株番号K17である・   

（3） 擁作 三棟自皮15g，井水300ccの配合とし，既報の方法と同株にしで殺菌及び助成料添加を行  

った．始発pH教7．0とL，420Cに於て96時間醗酵し■た・・醗酵後は繊維をJ取出し充分水洗して水中に少量の  

繊維を分散して閑職状況を親祭した復職椎を乾燥，粉砕してペクチンの分析を試みた・十方醗酵液をことり 

pH及び酸度を測定した．   

（4） 分析方法分析方法は既報と同様である・即ちペクチンの定盈はNanうiandNoI・manの方掛7）  

により，pH醜洋輔水素イオン渡虔試験鍬こより，酸度飢Occの慨酵液摘穿けるに要する芸苛性ソ  
ーダ溶液のCC数を以て表示した．   

（5） 実験結果   

実験結果の観察を要約すれば次の通りである．   

閑地状況：、何れの醗酵とこ於ても繊維は充分に開織し，抄紙可儲であると観察しね・加圧，常圧殺菌の間  

に大なる差を認め得なかった．又添加した助成料の畳も0．5％’及び1％の何れの髄酵も開戦状況に相異を示  

さなかった．   

ペクチン含量： ペクチン酸石衣として何れも3％以上含有し桑皮（1）及び椅（＄）の醗酵頼経に比較して  

含量大であった．加圧，常圧両殺菌條件の健酵間に差を認め緑なかった．  
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色調：繊維株何れも淡褐色であり各実験間に差をこ認なかった．  

第1表三顧白皮の願酵成績   

（備 考）1．原皮のペクチン酸石衣含畳は14．08％  

2．ペクチン酸石灰含畳ほ対風乾体百分率  

a・・混合培養は第4報㈱に即ると同駅K17柵歯孟槻及びD2細菌志容螢を離  

4．開紐状況は各実験を通じ殆ど差を認めなかった．   

丑．三種果皮の酸酵  

上記白皮の契験と同様の方添により実施し第2表に示す結果を祐た．  

第2表 ≡棟果皮の酔酵成績  

（備 考）1．凰皮のペクチン酸石衣含量は1a‖50クあ  

2．ペクチン酸石灰含量ほ対風乾体百分率   

英験緯奥を胡察すれば白皮の実験結果と殆ど同様であった．  

Ⅱ．抄紙試験   

第5報（b〉に報告した方法と同棲にしで三橙白皮を使用して抄紙試験を英施した．比較のためにアルカリ  

漁の抄紙試験を同時に施行Lプ己．   

（ユ） アルカリ精錬繊繹   

400gの白皮を0・2Ⅳ苛件ソ←ダ溶液4もをト使用して30分間煮沸した後水洗し，手打及び叩解磯に．よって叩  

解したh ショツパー。リーグラー・の叩解度は・18であった・叩解済繊維をニ0．5％有効塩素含有蕗白粉液によつ  

て3時間漂白し，水洗後抄紙した．   

（2） 酵酵精練繊維  

400gの白皮をこ乾熱戦菌し，別個に・0・芦％大豆瀾液をこ加圧翠菌して両者を無菌的に合し，pHを・7．0に調節し  

てK17一郎旧蔵の玉萄黍培養至黎を償橿した．培養濃度は420c，時間は96時間とした．醗酵後の繊維は前記  

（1っと同様に処理して抄紙した・叩解慶は17で参った・醸酵液のpH昧4．0，酸度は4．4で参った．   

（3） 観の強度  
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抗張ガ及び伸張率昧ショツパー測定終により，破裂張はミユ・－レン測定器に．より，引裂虔はエルメゾド  

ルフ測定執こより測定した∴紙の強度は第■3表に∴示す藩りせぁった．何問織状況は両種の紙共完全であ  

り，白色度及び光沢は同程度でかった．  

第3表 紙 の 精 度 

∴∴  
盈 塾  

（gノm2）   

抗 張 力（kg－）  断裂長（km）  仲豊頃率（％） 
紙の種顎  

縦 1 揺   縦l庸  縦i横  

アルカリ法   

醗 酵 法  

（備 考） 紙の張度測定時の温度ほ140C滝度ほ75％であった   

英験結泉に．よれば強度の何れの項目についても醸酵法の統が優れていた・   

（4）紙のイヒ学分析  

銃料三鱒白皮及び製品を働廃して分析した結果は第4表に示す通サであった・  

第4表 三椿白皮及び紙の化学分析値  

、叫 
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（備 考） 水別ま風乾体百分率，他は絶乾体百分率  

考  察  

（1） 酸醇，アルカリ両方法の紙の比酔   

（a） 強度に．ついて   

第3表に・示す如く抗張刀，破裂張，引裂強の何れの項目についても麿酵法の紙が大なる数値恩与え七い  

る・／J、粟，武井（11）は市販の42種の日痔紙について物理的性質を測定したが，第3表の数偶像これに．優る  

ことをこ示している．即ち健酵湊による三種の紙はアルカリ洪の紙より大なる強度を有するものと断定出夷  

る．  
▲   

（b）化学成分について   

醗酵，アルカリ両方法ゐ紙の化学成分値の相異匪第4表に示す如く衣分，ペクチン，アルコ【ル●ペン  

ギン抽阻畳，熱水抽恥畳に於て見出し得る・・即ち次分はアルカリ法の紙に大であり，ペクチン，フルコー  

．＿ 47 －   
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ルY・ベンゼン抽出盈及び熱水抽出量は幣酵迭の駄に於て大である・第早朝（5）にL於て指摘した如く後者三項  

眉 

る．  

（2） 三癖を「原料とする和紙製造に於ける醗酵精練轟の卓越性   

以上の如く醗酵迭の紙は棲め紙て優秀なる性質をこ示したカi，更に楷及び桑皮む原料とする脛酵精押漁に  

比較すれば三種を原料とする聴静狩繚法が卓越することが明輝となる・   

（a） 

第1表及び第2衰に示す如く三顧を脛酵した繊維は3％’（以下ペクチン酸石衣として）以上のペクチン  

を含有し，抄紙後の脚二於でも2％含有している．然も閑職状況は極めて良好である．とのペクチンゐ残  

存量が大なることは三柾の紙の強度をこ著しく大にするものと考察される．これに対し第1～4報及び第7報  

に示す如く桑皮及び稽を同－・細菌により撥酵するとき繊維の閑繊を先金にしようとすればペクチン含量が  

1・5％■以下に減少する造幣酵を礎統する必要がある・   

従つで桑皮及び樺の酸酵精練に放ては所謂 0Verretting・と称する現象が起り，紙の強度が著しく低下  

する．三柾の醗酵についてはペクチ●ンの残存畳大であり，醗酵時間48時間に．して既に抄祇可能であってか  

ゝる現象は起り難い 

然してペクチンの残存畳が三柾の醗酵に於て常に大なることは，三種のぺクチγ質が桑皮及び拷のペク  

チン質よりも細菌の酵素作用に対して安定なることに基因するものと考察される・（苛性ソーダによれ鱒  

三柾のペクチン質ほ極めて分解・され易く，繭松（9）及び‥下田（10）の指摘した如く背≠削二道減少する）又カ11  

る相当量のペクチン含量にも拘らず，閉域状況が完全なるのは三癖繊維の長さが椅及び桑皮の繊維に比改  

して著しく短′卜なることによると考察される．  

（b）アルコール。ベンゼン抽也畳湛ついて   

第5衷に示す如く，醗酵故による三柾繊維のアルコール・ベンゼン抽出量は桑皮及び樽の繊維より常に  

大であり，この相異も叉醗酵精練法が三松に於て優秀なる成績・をJ放めた因子になるものと考察される・  

第5表 醗酵洪による紙のアルコー・ル・ベンゼン抽出盈  

概  桑  皮  
紙及び繊維の  
橿項′及び啓宝虎  1 1  2 1  3 1  4 1  5  1 1  2  1 i  2  

1．さ2  

アルコール  
ベンゼソ抽  
田 鹿％  

2い501 2．28  

（備 考）1．含量ほ絶乾体百分率  

2”≡栖の（1）ほ紙，（2）～（5）は酸酵済繊維，桑皮衣び柏ほすべで紙  

（c）熱水抽出量について   

第4表に示す如く醗酵法の洪の熱水抽出量は5．61％■であり，これを・桑皮及び椿の紙の舎監に比較すれば  

相嘗大なる数倍である．然して開繊充分なるときは熱水抽水量大なる紙は常に強度大であることを考えれ  

ばこの成分偲の相異も又三極の隊酵精締法が僚越せることを示すものといえる．  

（d）ベントーザンについて   

以上の三項目の外に化学成分上菅しく相異・を示す項目はベントーザンである・即ち≡療白皮中のベント  

ーザン鱒腰酵により僅かに減少するのみであるが，桑皮及び堵のとき株減少が著しい・  

（e）強度について   

化学成分値の相異が寡貫きずるが如く，紙の強度についても三塵釈が著しく大なる数値を「示ダ・．   

上記各種項目を綜合して醗酵精練法による和紙製造は≡柾を原料とするとき最も卓越したものと結論す  

る．  

＿48一÷   
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（1）アセト㌣？ブタノール際酵細菌K17によれ三億を贋酵すればペクチン含量3％程度の繊維を得ね  

（引 取酵法把よ・ろ紙をニ0・2N苛性ツーダ搾液10儲盈30分間煮沸のアルカリ法の紙に比較すれぼ線度紅於  

てや1優れているこ◆とが胡桑田来た．  

（3）両方法の紙を分析した結果上記紙の強度の差匪主としでアルコール・ベンゼン抽出，熱水抽乱ペ  

クチンの各成分の相異によるものと考察した∴  

（4）幣酵法に・よぞ・和紙製造は桑皮及び椿に比較しで三棟が最も好適な－ることを瀧摘した．   

終りに奉賛験中経始御懇簡潔る御拷導凌賜わった京都大学農学部片桐英部数授に深尽なる謝意を表す  

る・又紙の強度試験は同学部林産化学教室の設備を二利用させで頂いた・同数窒主任館教授及び研究室各位  

の御援助に厚く感謝する・又契験材料は愛媛野川之江町丸井製紙株式会祀より懸られた．同会敵の大西，  

石川両氏に深く感謝する・伸本研究費の・J部は文部省科学試験研究費庭よつね、併せて記して感謝する．  

（本研究の要削よ昭和26年6別6日，開催の第83回日本農芸化学会関西安部例会に於て講演発表済である）  
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R占sum6   

WehaveperformedJthel‘testfor papermaking・uSingthe refined．fibtes of barkst－ofMitumata 

tree．馳cteria forLfermentationretting・，Clostridiumacetobu抄ricumv左sused，and fermeムtative  

conditionswereemployedasfollows：initi幻pHvaluewas7．．0；Culture temperature was420c  

and culture times were96hrs．   

We compaxed various natures of papers prepared with fibres refined by fermentation and by 

乱1kalineI・etting．  

】．Quantity of二peCtinin refined fibres｛WaS about3％（as calcium pectate）．  

2・Streng・thof如perspx・eParedwiththefibresbyfermentationretting・（二Ir）was 

pa・perS（Ⅱ）preparedwith fibres by alkaline r・etting・．  

3．工nthe paper・S（‡）tile amO。nt。f matte，・S diss。1vedin hot water。rin云Ic。h。1benzene   

m率ture，andofpectin was王oundI？belar・gLerthaninthepapers′（：Ⅱ），While the amount of  

aShwas smaller・in the papers（l二：）．  

4．Fermentation r・ettingwaS the most suitable process for paper manufacture fr・Om Mitumata  

tT■ee．  
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